
＜競技スポーツ科学科＞（認定課程：　中学校１種（保健体育）　）

（１）各段階における到達目標

年次 時期

１セメスター

教職共通科目として、一般教養として必要な日本国憲法、外国語コミュニケーションの基礎知識を理解す
る。
「スポーツ科学入門」の履修により、学士課程プログラムの専門教育全体について見通しをもち、教科に
関する専門的事項の科目（教科科目）との関連づけを意識できるようになる。
教科科目として、「体育・スポーツ原論」、「解剖・生理学A」を履修し、「多様な人々の健康と生涯スポーツ
に関する学び」の教職課程に関連のある科目（関連科目）「レクリエーション基礎実習」の学修において、
学科の専門教育と関連づけて理解する。

２セメスター

教職共通科目として、一般教養として必要な体育、外国語コミュニケーション、情報機器の操作などの基
礎知識を理解する。
教科科目として、「体育・スポーツ史」、「解剖・生理学B」を履修し、「多様な人々の健康と生涯スポーツに
関する学び」の関連科目「スポーツ救急処置」の学修において、学科の専門教育と関連づけて理解する。
関連科目「運動部指導観察演習」を履修し、学科の専門性と課外活動指導との関連性を理解する。

3セメスター

教職科目では、教育の基本的概念や理念、歴史を理解する。また、教職の意義、教員の資質能力等の
基礎を身に付け教職の在り方を理解する。
教科科目として、「バイオメカニクス」、「体育・スポーツ心理学」を履修し、「競技スポーツに関する学び」の
関連科目「コーチング論A」の学修において、学科の専門教育と関連づけて理解する。
関連科目「安全教育」を履修し、健康・安全に関する学科の専門教育との関連性を理解する。

4セメスター

教職科目では、学校教育に関する基礎的な知識や課題、各発達段階に応じた指導及び教育課程、カリ
キュラム・マネジメントの意義などを理解する。
教科科目として「生涯スポーツ論」、「運動・スポーツ生理学」、「健康学概論」を履修し、「スポーツと社会
に関する学び」の関連科目「スポーツ社会学」、「スポーツ科学における広い学び」の関連科目「スポーツ
プロモーション論」、「スポーツコンディショニング論」の学修において、学科の専門教育と関連づけて理解
する。
教科の指導法に関する科目「体育科教育法Ⅰ」を履修し、教科の指導内容と指導法を理解する。

5セメスター

教職科目では、基礎的な教育の方法及び情報通信技術を活用した教育、道徳教育、特別支援教育の意
義や指導法について理解する。
既に修得済みである教科科目「スポーツ実技」に加えて、関連科目「体育実技指導法」を履修することに
より実技指導の実践力を高める。
教科科目として、「衛生・公衆衛生学A」、「学校保健A」を履修し、「多様な人々の健康と生涯スポーツに関
する学び」の関連科目「スポーツ栄養学」の学修において、学科の専門教育と関連づけて理解する。
専門教育の基幹科目の履修により、教科の専門的力量を高める。

6セメスター

教職科目では、学校における教育相談の意義や課題、総合的な学習の時間、特別活動の意義や指導の
あり方などを理解する。
教科科目として、「衛生・公衆衛生学B」、「学校保健B」を履修し、「多様な人々の健康と生涯スポーツに
関する学び」の関連科目「健康診断演習」、「スポーツと社会に関する学び」の関連科目「スポーツ環境
論」の学修において、学科の専門教育と関連づけて理解する。
教科の内容及び構成に関する授業科目である複合科目「保健体育科教科内容論」を履修し、教科科目と
学習指導要領の関連づけを図る。

７セメスター
教職科目では、生徒指導及び進路指導の意義や原理、指導方法などについて理解する。
関連科目「救急処置法」を履修し、教科の指導法に関する「保健科教育法Ⅰ・Ⅱ」に関する実践力を高め
る。

8セメスター
教職科目では、4年間の学士課程プログラムと教職課程の学びとの関連を総括し、自身の教職適性も含
めた省察を行い、教職への積極的な態度をもち、実践に向かうことができる。

通年

「教育実習Ⅰ」を履修し、十分な事前指導ののちに教育現場に参加することを通して、授業実践の基本的
力量を身に付けると共に、教科指導にとどまらない、教師としての職務について体得する。教科指導にお
いても、あらゆる場面に対し適切に対応し、自律的に指導法を改善できるようになることを目指す。また、
生徒観を磨き、教師という職業の実態を理解し、教職への意欲を確かなものにする。この達成を確かなも
のにするために、事後指導を行う。
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＜競技スポーツ科学科＞（認定課程：　高等学校１種（保健体育）　）

（１）各段階における到達目標

年次 時期

１セメスター

教職共通科目として、一般教養として必要な日本国憲法、外国語コミュニケーションの基礎知識を理解す
る。
「スポーツ科学入門」の履修により、学士課程プログラムの専門教育全体について見通しをもち、教科に
関する専門的事項の科目（教科科目）との関連づけを意識できるようになる。
教科科目として、「体育・スポーツ原論」、「解剖・生理学A」を履修し、「多様な人々の健康と生涯スポーツ
に関する学び」の教職課程に関連のある科目（関連科目）「レクリエーション基礎実習」の学修において、
学科の専門教育と関連づけて理解する。

２セメスター

教職共通科目として、一般教養として必要な体育、外国語コミュニケーション、情報機器の操作などの基
礎知識を理解する。
教科科目として、「体育・スポーツ史」、「解剖・生理学B」を履修し、「多様な人々の健康と生涯スポーツに
関する学び」の関連科目「スポーツ救急処置」の学修において、学科の専門教育と関連づけて理解する。
関連科目「運動部指導観察演習」を履修し、学科の専門性と課外活動指導との関連性を理解する。

3セメスター

教職科目では、教育の基本的概念や理念、歴史を理解する。また、教職の意義、教員の資質能力等の
基礎を身に付け教職の在り方を理解する。
教科科目として、「バイオメカニクス」、「体育・スポーツ心理学」を履修し、「競技スポーツに関する学び」の
関連科目「コーチング論A」、「トレーニング演習」の学修において、学科の専門教育と関連づけて理解す
る。
関連科目「安全教育」を履修し、健康・安全に関する学科の専門教育との関連性を理解する。

4セメスター

教職科目では、学校教育に関する基礎的な知識や課題、各発達段階に応じた指導及び教育課程、カリ
キュラム・マネジメントの意義などを理解する。
教科科目として「生涯スポーツ論」、「運動・スポーツ生理学」、「健康学概論」を履修し、「スポーツと社会
に関する学び」の関連科目「スポーツ社会学」、「スポーツ科学における広い学び」の関連科目「スポーツ
プロモーション論」、「スポーツマーケティング論」、「スポーツコンディショニング論」、「発育老化論」の学修
において、学科の専門教育と関連づけて理解する。
教科の指導法に関する科目「体育科教育法Ⅰ」を履修し、教科の指導内容と指導法を理解する。

5セメスター

教職科目では、基礎的な教育の方法及び情報通信技術を活用した教育、特別支援教育の意義や指導
法について理解する。
既に修得済みである教科科目「スポーツ実技」に加えて、関連科目「体育実技指導法」を履修することに
より実技指導の実践力を高める。
教科科目として、「衛生・公衆衛生学A」、「学校保健A」を履修し、「多様な人々の健康と生涯スポーツに関
する学び」の関連科目「スポーツ栄養学」、「スポーツと社会に関する学び」の関連科目「スポーツ法学」の
学修において、学科の専門教育と関連づけて理解する。
専門教育の基幹科目の履修により、教科の専門的力量を高める。

6セメスター

教職科目では、学校における教育相談の意義や課題、総合的な学習の時間、特別活動の意義や指導の
あり方などを理解する。
教科科目として、「衛生・公衆衛生学B」、「学校保健B」を履修し、「多様な人々の健康と生涯スポーツに
関する学び」の関連科目「健康診断演習」、「スポーツと社会に関する学び」の関連科目「スポーツ環境
論」、「スポーツ科学に関する幅広い学び」の関連科目「スポーツ施設管理論」の学修において、学科の専
門教育と関連づけて理解する。
教科の内容及び構成に関する授業科目である複合科目「保健体育科教科内容論」を履修し、教科科目と
学習指導要領の関連づけを図る。

７セメスター
教職科目では、生徒指導及び進路指導の意義や原理、指導方法などについて理解する。
関連科目「救急処置法」を履修し、教科の指導法に関する「保健科教育法Ⅰ・Ⅱ」に関する実践力を高め
る。

8セメスター
教職科目では、4年間の学士課程プログラムと教職課程の学びとの関連を総括し、自身の教職適性も含
めた省察を行い、教職への積極的な態度をもち、実践に向かうことができる。

通年

「教育実習Ⅱ」を履修し、十分な事前指導ののちに教育現場に参加することを通して、授業実践の基本的
力量を身に付けると共に、教科指導にとどまらない、教師としての職務について体得する。教科指導にお
いても、あらゆる場面に対し適切に対応し、自律的に指導法を改善できるようになることを目指す。また、
生徒観を磨き、教師という職業の実態を理解し、教職への意欲を確かなものにする。この達成を確かなも
のにするために、事後指導を行う。
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